
協議６

秋田市マイタウン・バス南部線雄和Ｂコースにおける

移動円滑化基準適用除外車両の導入について

１ 概要

バリアフリー法 において、乗合バス車両 を新たに導入する際には、乗(※1) (※2)

降口の幅や車椅子スペース等について定めた移動円滑化基準 への適合が義務(※3)

付けられている。

しかし、秋田市マイタウン・バス南部線を運行する乗合バス車両については、

地形上の問題等により、平成２１年１０月の運行開始当初から移動円滑化基準の

適用除外認定を受けて運行しているところであり、このたび、雄和Ｂコースで使

用している大型タクシー車両１台を乗合バス車両に更新することから、これまで

と同様、移動円滑化基準の適用除外認定を受けた車両を導入するものである。

※1：高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成18年法律第91号）

※2：一般乗合旅客自動車運送事業者が路線定期運行の用に供する自動車（乗車定員11人以上）

※3：移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備並びに旅客施設及び車両

等を使用した役務の提供の方法に関する基準を定める省令（平成18年国土交通省令第111号）

２ 導入車両（案）

雄和Ｂコースで使用している大型タクシー車両１台（平成１２年式、乗車定員

１０人）について、故障により運行業務に支障が生じているため、更新を行う。

導入車両については、運行事業者からの提案を踏まえ、現行の同型車両と比較

し大きさが同じで乗車定員が多く、かつ、更新費用が安価な小型バス（乗車定員

１４人）を導入することとする。

車名・型式
トヨタ ハイエース コミューター
3BF-TRH228B-LETNK（新車）

導入車両数 １台

乗車定員 １４名（客席１３名）

長さ 5,380 mm
車
両 幅 1,880 mm
サ
イ 高さ 2,285 mm
ズ

車両総重量 2,980 kg

使用者 高尾ハイヤー株式会社（秋田市仁井田本町一丁目1-8）



３ 移動円滑化基準の適用除外について

導入車両については、「移動円滑化基準適用除外自動車の認定要領」（平成19

年国自技第200号）第３の規定に基づき、適用除外認定を申請するものである。

(1) 適用除外の認定を申請することができる自動車（同要領第３）

・地形上の理由により移動円滑化基準に適合する自動車の走行が物理的に困難

な路線を走行する自動車（自動車の運用上やむを得ず当該路線以外を走行す

る場合も含む。）

・車両総重量５ｔ以下であって乗車定員が２３人以下の自動車

(2) 申請理由

秋田市マイタウン・バス南部線雄和Ｂコースにおいては、一部で狭隘な道路

があるため、同コースを走行可能で輸送力があるマイクロバス車両を使用して

いたが、利用状況を踏まえ、大型タクシー車両に変更したところである。

このたび、大型タクシー車両１台の故障を受け、現行の同型車両と比較し大

きさが同じで乗車定員が多い小型バス（乗車定員１４人）を導入したいと考え

ているが、同車両については、移動円滑化基準に適合する乗降口の幅や床面の

高さにすることが構造上困難であるため、適用除外認定を申請するものである。

４ 適用除外認定を申請する移動円滑化基準の内容

第37条第２項：乗降口の幅（80cm以上）、スロープ板の備付け

第38条第１項：床面の高さ（地上面から65cm以下）

第39条：車椅子スペースの設置

第40条：乗降口と車椅子スペースとの間の通路の幅（80cm以上）、手すりの設置

第41条：運行情報を文字および音声により提供するための設備の備付け、

車外用放送設備の備付け、車両前面・左側面・後面への行き先表示

５ 導入予定日

令和７年６月中旬予定（東北運輸局への必要な手続が完了後）

６ その他

車両の更新に伴い、雄和Ｂコースの常用車両および予備車両を次のとおり配車

することとする。

（更新前）常用車両：大型タクシー２台

予備車両：大型タクシー１台

（更新後）常用車両：小型バス１台、大型タクシー１台

予備車両：大型タクシー１台


